
主催　広島大学文書館・全国大学史資料協議会西日本部会

広島大学文書館設立10周年記念 公開パネルディスカッション

これからの大学文書館

平成26年７月８日（火）

広島大学学士会館レセプションホール（東広島キャンパス）

プログラム

１．開会挨拶 13：30～13：40　　

　　全国大学史資料協議会西日本部会会長・広島大学文書館長 小池　聖一　

　　広島大学長 浅原　利正　

２．来賓祝辞 13：40～13：55　　

　　自由民主党副幹事長・前内閣府副大臣（公文書管理担当）・衆議院議員　 寺田　　稔　

　　国立公文書館長 加藤　丈夫　

　　全国歴史資料保存利用機関連絡協議会会長・広島県立文書館長 八津川和義　

３．基調講演 13：55～14：50　　

　　「大学文書館像の再構築　― 広島大学文書館10年の歩みを通じて ―」

　　広島大学文書館長 小池　聖一　

４．パネルディスカッション 15：05～16：55　　

　　テーマ「これからの大学文書館」

　　　パネリスト　　　　筑波大学名誉教授 大濱　徹也　

　　　　　　　　　　　　桃山学院史料室 西口　　忠　

　　　　　　　　　　　　大東文化大学教授 武田　知己　

　　　司会　　　　　　　広島大学文書館長 小池　聖一　

　　　　

５．閉会挨拶 16：55～17：00　　

　　広島大学文書館顧問・元広島市長 平岡　　敬　
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パネルディスカッション趣意書

　平成16（2004）年４月、広島大学文書館（以下、「文書館」と略記）は、国立大学法人化と同時

に設立され、「本学にとって重要な文書の整理・保存並びに大学の歴史に関する資料の収集・整理・

保存及び公開を行うとともに、関連する分野の教育研究を行うことを目的」（広島大学文書館規則、

第２条）としました。

　この目的を達成するため、文書館は、設立当初より機関アーカイブズと収集アーカイブズの二つ

の機能を、公文書室と大学史資料室の二室体制のなかで両立させ、国立大学法人化に伴う大学個性

化の一翼を担う意味で、森戸辰男記念文庫・平和学術文庫・梶山季之文庫の三つの特殊文庫を整備

して参りました。そして、平成23年４月、公文書等の管理に関する法律が施行され、政令指定機関

となったことを一つの契機として、法人文書の管理を業務の中心として強化し、平成26年４月から、

広島大学の法人文書を「現用」「非現用」の区別を超えて、統一的な管理を行うまでになりました。

　文書館における法人文書の統一的管理は、改めて重要な公文書とは何かを問い、重要公文書を残

す、という考え方を実践していくことを意味します。そこで問われるのは、第一に行政的価値であ

り、第二にアーカイブズ的価値とはいかなるものかを明確にすることであると考えています。行政

的価値だけでなくアーカイブズ的価値についても、常に新しい資料の発見や、認識で変化する「歴

史的」な視点ではなく、より、「今」を残すことに重点を置くこととなります。この変化は、大学

文書館における重点的課題においても、「大学史」という「歴史」から、大学における管理・運営、

及び教育・研究面での各種政策に対する分析へと移行していくことを意味しています。すなわち、

今後の大学文書館は、利用者の「歴史」的な関心に対応しつつ資料を整理し、公開するというあり

方から、大学文書館そのものが、「今」を残すことで、シンクタンク的な性格を強め、将来の歴史

学のみならず、新たな学問的関心の種を作り出していく組織となっていくと考えています。

　文書館には、個人文書の収集・整理・公開を中心業務とする大学史資料室業務があり、学外向け

の中国・四国地区国立大学法人等公文書管理研修、学内向けの新採用職員研修等の研修事業、教養

教育科目「広島大学の歴史」、大学院専門教育科目「文書企画管理演習」等の授業を担当する教育

活動、国立大学法人化・平和・大学史等に関する研究活動、公開講座・展示等を通じた社会貢献事

業等、多様な事業を展開しています。また、平成23年に広島県立文書館との間で災害時における相

互協力協定を結ぶなど、他機関との関係も拡大させています。このような多様な事業を展開してき

ましたが、今後、事業を整理・合理化し、互いに連関させることで、文書館の機能を強化させてい

きたいと考えています。

　本パネルディスカッションでは、上記の変化のなかで、広島大学文書館十年の歩みを通じて、明

らかにしてきた方向性を再確認・再整理するとともに、業務の体系化を通じた新たな大学文書館像

を提示したいと考えています。そのうえで、公文書管理、大学アーカイブズ、そして、研究者とし

ての御立場から、パネリストの方々のご意見を伺い、公文書に対する考え方や大学文書館の歩むべ

き方向性をより明確にする機会としたいと考えています。

平成26年４月　　　　　　

広島大学文書館　　　　

館長　小池　聖一　　　
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桃山学院史料室の現状とこれから

2014年７月８日　  　　　　　　
全国大学史資料協議会西日本部会
2014年度第２回究会（広島大学）

１．学院史料室の設置経過とその後の取り組み
　1964.11.10 創立80周年記念式典、『80周年記念アルバム　桃山学院』（50頁）刊行
　1974. 2 　 桃山学院90周年史編纂委員会発足（式典後解散）
　1974.11.23 学院創立90周年記念式典、『桃山学院90年史』（130頁）刊行
　1980. 2. 6 百年史編纂委員会発足（～1987.6.30）
　1981. 5.27 『桃山学院年史紀要』創刊号刊行
　1984.11.23 学院創立100周年記念式典、『桃山学院100年のあゆみ』（53頁）刊行 
　1987. 3.31 『桃山学院百年史』（980頁）刊行
　1987. 7. 1 学院年史委員会発足
　1993.10.30 日本聖公会大阪教区と史料の保管に関して「覚書」を交わす
　2002. 4. 1 「桃山学院文書保存規程」施行
　2004. 4. 1 学院史料室（組織変更）発足、「桃山学院史料室規程」施行
　2004. 4. 1 学院史料室調査研究員（２名）配置　※その後１名増員
　2004. 7. 8 第１回学院史料室会議開催
　2009. 9.25 『桃山学院創立125周年記念誌』（211頁）刊行、9.26學院創立125周年記念式典
　2012. 3. 6 「桃山学院文書取扱規程」制定／「保存規程」改訂

２．学院史料室の現状
　（1）史料室員　　大学教員３名　大学職員２名、中高教員１名、中高職員１名、学院職員１名
　　　　　　　　　※学院史料室会議を組織
　（2）調査研究員　３名（週５日１名、週４日１名、週３日１名）
　（3）特別研究員　１名（2014年４月現在）

３．施設
　和　泉　事務局・大学資料室（57.9㎡）
　　　　　事務室　　　　50.1ｍ2（62.2ｍ2、校友控室応接含む）
　　　　　集密書庫　　　 7.8ｍ2

　　　　　歴史展示コーナー　　※共用、陳列ケース４台分
　昭和町　昭和町資料室（336ｍ2）
　　　　　事務室　　　　61.5ｍ2（展示ケースあり）
　　　　　資料室１　　　91.5ｍ2

　　　　　資料室２　　　91.5ｍ2

　　　　　資料室３　　　91.5ｍ2

　　　　　合　計　　 　393.9ｍ2

４．史資料の収集と管理
　（1）既存資料の整理とデータ化
　（2）最近の資料受入
　　・東光学園関係資料
　　・聖公会関係者からの史料
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５．資料の数量
　　・昭和町　約棚880m、和泉　約棚120m　　合計約棚1,000m
　　　　※別に物品資料　昭和町　約棚200m
　　・デジタルデータ　写真　約5,000点
　　・書簡翻刻　約820点／地図、ポスター、ビデオ、DVD 

６．刊行物
　　・『桃山学院年史紀要』毎年継続、第33号（2014. 3.25）まで刊行　
　　・「桃山学院歴史年表」（『桃山学院年史紀要』別冊Ⅰ、2013. 3.25）刊行
　　・『桃山学院の歴史』（歴史パンフレット①、改訂８版、2014.4.1）刊行

７．歴史展示
　　・大学の入学式、ホームカミングデー時の歴史展示
　　・中高、各種行事の歴史展示

８．国際交流
　　・ 聖公会関係資料の受け入れに伴って、朝鮮半島関係資料の調査が多くあり、論文・単行本と

してのその研究成果が数多くでている。また2013年度は韓国・羅蕙錫学会の来日（７名）が
あり、羅蕙錫学会と桃山学院史料室の合同研究会（先方は国際学術会議）が開催された。

９．予算 
　　1,666千円（2014年度） 

10．これからの学院史料室
　　・ 先日、日本聖公会大阪教区からの依頼があり、大阪教区事務所が管理する教会公文書の受け

入れについて検討。早急に受入準備と新たな「覚書」締結に向けて取り組む。

11．各種研究会・学会
　（1）日本聖公会歴史研究会（会長、機関会員）
　（2）川口居留地研究会（事務局、機関会員）
　（3）全国大学史資料協議会（幹事校、機関会員）
　（4）日本英学史学会（役員、２名個人会員）
　（5）日本英学史学会関西支部（事務局、４名個人会員）
　（6）全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（全国・近畿部会、機関会員）
　（7）聖公会関係資料保存に関する協議会（西日本地区、教区・学校、機関会員）
　（8）日本聖公会大阪教区歴史編集委員会（１名協力委員）

〈問い合わせ先〉
　桃山学院史料室
　　事務局・大学資料室　
　　　594-1198　大阪府和泉市まなび野１- 1
　　　　　TEL 0725-54-3131（代）/FAX 0725-54-3200（総務課）
　昭和町資料室
　　　545-0011　大阪市阿倍野区昭和町３- 1-64
　　　　　TEL 06-6621-1181（代）/FAX 06-6621-1189
　　　　　（代表メールアドレス）archives@andrew.ac.jp
　　　　　（西口忠メールアドレス）ntadashi@andrew.ac.jp
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写真１　総務課業務文書の点検（一部）

写真２　学院史料室に移管が決まった文書

写真３　日本聖公会大阪教区事務所の屋根裏

桃山学院史料室の現状とこれから　追加資料

全国大学史資料協議会西日本部会　2014年度第２回研究会（広島大学）
2014年７月８日
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写真４　日本聖公会大阪教区事務所の屋根裏

写真５　外部に設置された物置の内部

写真６　同、上の棚に「桃山学院関係」の箱


